
令和５年度事業報告及び決算報告 
 (令和６年６月４日　理事会承認)

Ⅰ　事業報告 
 

 １　事業の概要　
  とくしま森林バンクが掲げる「本県の健全な森林を次代へ継承する」という目的を達成
するため、所有者自身での管理が困難な森林の「経営の受託」や「買取」を進め、バンク
の「森林経営計画」に追加し、経営方針を定め、間伐施業等による適正管理を図った。 
　又、Ｊ－クレジットの発行に向けては、国が指定する審査機関による「妥当性の確認の
審査」を経て、今年３月に実施された「認証委員会」で審議され「とくしま森林バンクＪ
－クレジット（ＮＯ１）」の名称で「プロジェクト計画書」が登録され、令和６年度のク

 レジット発行に向け大きく前進した。
　事業の推進においては、引き続き、徳島森林づくり推進機構との連携強化を図り、森林 
所有者の相談窓口である「ハローフォレスト」や市町との情報交換や調査事業等を実施し 
た。 
　又、これまでの南部５市町に加え、「徳島市、吉野川市、阿波市、勝浦町、東みよし町」 
が新たに社員となり１０市町によるバンク事業の運営体制強化を図る事が出来た。 
 
【公益事業】 
（１）森林整備経営管理推進事業 
   　 森林の適正管理のため、長期管理受託・森林の買取・経営計画の樹立・森林整備事 
　　業を実施した。 

 　ア　長期森林管理受託の推進
　　　バンクの経営面積は１，３７３ｈａ（受託林926ha＋買取等447ha）となり森林の状 
　　況に応じた整備方針を定め適正な森林管理を実施した。 
 
　イ　森林の買取 

　森林所有者の意向に基づき、森林の取得や譲渡引受、売買あっせん等の事業を展開 
し、バンクが２８９ｈａの森林を取得した。 

　 
　ウ　森林整備事業 
      森林バンクの所有林や経営を受託した森林において、市町との連携により森林環境 
　　譲与税を活用した「放置林整備事業」で間伐施業２８９ｈａ、国庫補助金を活用した 
　　下刈り３ｈａ、造林３ｈａを実施した。 
 
【収益事業】 
（１）森林吸収源Ｊ－クレジット販売事業 
　　　「Ｊ－クレジット」の令和６年度の発行を見据え、「とくしま森林バンクＪ－クレ 
　　ジット（ＮＯ１）」との名称で「プロジェクト計画書」を作成し、国が指定する「審 
　　査機関」の審査を受検し、３月に開催された「認証委員会」により登録が認められ、 
　　Ｊ－クレジット発行に向け大きく前進した。 
 
 
【内部統制システムの運用状況】 

 １ 法令及び定款等の定めにより、理事、職員の責任・権限の範囲を明確にするとともに
 　コンプライアンスに基づき、職務を管理している。

 ２ 理事会その他の重要な会議の情報や、決裁に係る情報は、法令、定款、内部規定に従
 　って作成し、適切に保存・管理している。

 ３ 理事は職員からの事業の進捗内容等の聞き取りを順次行い、コンプライアンス確保の
 　視点で検証・指導している。



２　事業の実績

備考

実績 計画 増減 実績 計画 増減

森林管理費 831ha 831ha 0ha 2,077千円 1,152千円 925千円

森林取得費 289ha 288ha 1ha 52,242千円 51,687千円 555千円

間伐事業費 289ha 306ha △ 17ha 94,636千円 102,450千円 △7,814千円

造林事業費 6ha 6ha 0ha 8,704千円 8,789千円 △85千円

計 1,415ha 1,431ha △ 16ha 157,659千円 164,078千円 △6,419千円

備考

実績 計画 増減 実績 計画 増減

森林吸収源J－クレ

ジット販売事業
プロジェクト申請 375ha 375ha 0ha 2,629千円 2,490千円 139千円

計 375ha 375ha 0ha 2,629千円 2,490千円 139千円

備考

実績 計画 増減

管理費 9,499千円 11,075千円 △1,576千円

計 9,499千円 11,075千円 △1,576千円

合計 1,790ha 1,806ha △ 16ha 169,787千円 177,643千円 △7,856千円

３　法人会計

事業の区分 事業内容

事業費

森林整備経営管理

推進事業

２　収益事業

事業の区分 事業内容

事業量 事業費

１　公益事業

事業の区分 事業内容

事業量 事業費


